
広報 

わ
れ
た
兵
庫
県
ペ
タ
ン
ク
選
手

権
大
会
男
子
ト
リ
プ
ル
ス
で
優

勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

七
月
三
十
日
、
東
京
の
両
国

国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第

二
十
二
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
」
に
、山
本
哲
也
く
ん
（
松

帆
小
六
年
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　

山
本
く
ん
は
、
五
月
五
日
に

津
名
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
淡
路

場
所
」
六
年
生
の
部
で
優
勝
を

果
た
し
、
出
場
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

七
月
十
一
日
に
は
市
役
所
で

壮
行
会
が
行
わ
れ
、
中
田
市
長

か
ら
激
励
を
受
け
た
山
本
く
ん

は
「
一
戦
一
戦
を
大
切
に
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

大
会
前
日
に
は
相
撲
部
屋
に

宿
泊
し
、
プ
ロ
力
士
と
も
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
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５
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０
３（
情
報
課
）

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
市

内
各
地
で
も
楽
し
ま
れ
て
い
る

ペ
タ
ン
ク
で
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ
Ｉ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
Ｂ
）
チ
ー
ム
（
島

田
孝
さ
ん
、
社
家
薫
さ
ん
、
榎

本
行
市
さ
ん
）
が
九
月
二
十
三

日
、
高
松
市
で
開
催
さ
れ
る
日

本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
21
え
び
す
（
市
川
富
夫
代

表
）
内
で
平
成
十
六
年
十
一
月

に
チ
ー
ム
を
結
成
。
週
二
回
、

市
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
夜
間

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
六
月

二
十
五
日
、
北
淡
中
学
校
で
行

お
め
で
と
う

淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
で
化
石
発
掘
体
験
会

化
石
発
掘
、
宝
探
し
の
よ
う
に

　

約
七
千
万
年
前（
白
亜
紀
後
期
）

の
化
石
が
眠
る
淡
路
ふ
れ
あ
い
公

園
内
の
地
層
か
ら
、
化
石
を
掘
り

出
そ
う
と
、
子
ど
も
を
対
象
に
し

た
化
石
発
掘
体
験
会
が
七
月
九

日
、
同
公
園
で
行
わ
れ
、
約
四
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
同
公
園
か
ら
一
昨

年
、
翼
竜
の
化
石
を
発
見
し
た
南

あ
わ
じ
地
学
の
会
・
代
表
の
野
田

富
士
樹
さ
ん
か
ら
「
じ
っ
く
り
石

を
眺
め
、
化
石
が
入
っ
て
い
る
か

観
察
す
る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
、

発
掘
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
目
を
守
る
防
護
メ
ガ

ネ
を
か
け
、
ハ
ン
マ
ー
を
片
手

に
、
岩
を
コ
ツ
コ
ツ
と
叩
き
発
掘

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
宝
探
し
を
す
る
か
の
よ
う

な
表
情
を
浮
か
べ
、
根
気
よ
く
作

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
か

い
あ
っ
て
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
二

枚
貝
、
植
物
の
化
石
が
数
十
個
見

　淡路でも有数の浄瑠璃どころとして知られる、阿万と北阿万両

地区の素浄瑠璃愛好家でつくる「亀岡浄曲会」ではこのほど、素

浄瑠璃の師匠や活躍中の人々を紹介する冊子「浄瑠璃一路　阿萬

郷の先人たち」を発行しました。この冊子は、県の助成を受け千

部を作成、関係者に配布されたほか、阿万地区公民館にも備えら

れています。同会では現在、さらに調査と資料収集を進め、淡路

風浄瑠璃を録音し記録に残す活動に取り組んでいます。
▲Ａ４版37ページで87人を顔写真や功績などで紹介

亀岡浄曲会 冊子「浄瑠璃一路　阿萬郷の先人たち」を発行 

▲ハンマーで岩を砕き、化石を探す参加者
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き
ら
ら
・
ウ
イ
ン
ズ
の
夏
祭
り

夏
祭
り
で
地
域
と
交
流

サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
が

　

ペ
タ
ン
ク
全
国
大
会
出
場

　

南
あ
わ
じ
市
障
害
者
福
祉
施
設

「
き
ら
ら
」
と
「
ウ
イ
ン
ズ
」（
神

代
浦
壁
）
で
夏
祭
り
が
七
月
十
五

日
、
同
施
設
で
開
催
さ
れ
メ
ン

バ
ー
の
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
地
域
の
住
民
ら
約
五
百
人
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
は
両
施
設
を
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
淡
路
島
福
祉
会
が

主
催
し
、今
回
で
六
回
目
を
迎
え
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
三
原
高
校

吹
奏
楽
部
が
夕
暮
を
背
景
に
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
。
主
催
者
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
志
知
高
校
和
太

鼓
チ
ー
ム
「
翔
」
が
迫
力
あ
る
音

を
響
き
渡
ら
せ
、
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

同
施
設
に
通
所
す
る
メ
ン
バ
ー

の
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
同
法
人
職
員
ら
に
よ
る
屋
台

や
夜
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
開

設
さ
れ
、
多
彩
な
催
し
を
通
し
て

地
域
の
人
が
施
設
を
知
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

つ
か
り
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲祭りを盛り上げる「翔」の和太鼓演奏

山
本
哲
也
く
ん
が
、
わ
ん

ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
出
場▲山本くん ▲サンセックMIHARAの皆さん

親子で自然に親しむ里山基地で流し素麺
　子どもたちに身近な自然にふれあい、様々な体験をしてもらおうと、

ＡＧＮ西淡（武田里美代表）ら有志により、３年前から伊加利で「里

山基地づくり」が行われており、ツリーハウスや菜園づくりなどが進

められています。７月９日の流し素麺には、親子 30人が参加。基地

の隣の竹やぶから竹を切り出し、流し素麺台や器、箸を作り、それら

を使っておいしく素麺をいただきました。８月 13日（日）にも同イ

ベントを開催。申込みは武田さん（☎ 090-7553-9492）まで。
▲竹を割り流し素麺台を作る子どもたち

一
流
選
手
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
伝
え
る

V
リ
ー
グ
佐
々
木
太
一
選
手
が
や
っ
て
き
ま
し
た

　

元
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
佐
々
木
太
一
氏
を
講
師
に
招

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い

指
導
事
業
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が

六
月
二
十
四
日
、
松
帆
活
性
化
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
小

学
生
五
十
人
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
文
部
科
学
省
と
日

本
体
育
協
会
が
推
薦
す
る
、「
子

ど
も
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
一
環
と
し
て
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
を
講
師
に
招
き
、
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
や
全
身
を
使
っ
て
の
ボ
ー
ル

投
げ
な
ど
の
準
備
体
操
の
後
、
レ

シ
ー
ブ
の
形
、
パ
ス
の
仕
方
な
ど

一
人
ひ
と
り
が
実
技
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
選
手
か
ら
は
、「
ボ
ー

ル
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。
目
標
を
持
っ
て
、
元
気

よ
く
声
を
出
し
て
、
み
ん
な
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

▲佐々木選手からパスの方法を教わる子どもたち

新
旧
の
成
人
式
実
行
委
員
、
市
長
ら
が
交
流

成
人
式
の
実
現
に
向
け
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

来
年
一
月
開
催
の
南
あ
わ
じ
市

成
人
式
の
企
画
を
進
め
て
い
る
成

人
式
実
行
委
員
会
が
、
七
月
十
六

日
、
慶
野
松
原
海
水
浴
場
で
昨
年

度
の
実
行
委
員
や
市
長
・
教
育
長

ら
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
は
、
来
年
一
月

に
成
人
式
を
迎
え
る
島
内
外
在
住

の
若
者
ら
二
十
人
で
組
織
。
毎
月

定
期
的
に
集
ま
り
、
成
人
式
の
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
、
先
輩
と
な
る
昨

年
度
実
行
委
員
長
の
岸
上
直な
お
き生
さ

ん
か
ら
「
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
、「
成
人
式
実
行
委
員
長
」

の
た
す
き
を
引
継
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
互
い
の
親
睦
を
深

め
よ
う
と
、
新
旧
実
行
委
員
・
市

長
ら
が
入
り
混
じ
っ
て
の
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
や
す
い
か
割
り
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

副
実
行
委
員
長
の
木
下
稔と
し
き基
さ

ん
は
「
集
ま
り
が
あ
れ
ば
島
外
に

い
る
人
も
帰
っ
て
き
て
く
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
い
い
式
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲交流会で先輩や市長らに自己紹介する今年度の実行委員


